
２期工事完成・外構整備

新庁舎高層部

（１期）

新庁舎低層部

（２期）

充
実
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
可
能
と
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
庁
舎

　
低
層
部
を
広
く
見
通
し
の
良
い
ワ
ン
フ
ロ
ア
と
し
、
市
民
の
利
用
の
多
い
窓
口
を
集
約
し

て
利
用
し
や
す
く
し
ま
す
。

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
庁
舎

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
導
入
し
、
年
齢
、
性
別
、
障
が
い
の
有
無
等
に
か
か
わ
ら
ず
、

だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
利
用
者
本
位
、
人
間
本
位
の
庁
舎
と
し
ま
す
。

市
民
開
放
の
在
り
方
を
か
た
ち
に
し
た
庁
舎

　
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
や
市
民
開
放
ゾ
ー
ン
を
庁
舎
正
面
側
に
つ
く
り
、
閉
庁
時
の
部
分
開
放

や
夏
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
南
側
の
市
民
広
場
と
一
体
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

地
震
や
水
害
に
対
し
て
安
全
・
安
心
な
庁
舎

　
近
い
将
来
に
発
生
が
予
想
さ
れ
る
東
南
海
・
南
海
地
震
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
対

処
す
る
防
災
拠
点
と
す
る
た
め
に
、
免
震
構
造
の
採
用
や
浸
水
対
策
、
非
常
用
自
家
発
電
設

備
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

地
球
環
境
に
対
し
て
や
さ
し
い
庁
舎

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
生
か
す
と
と
も
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
代
表
さ
れ
る
先
端
技
術
を

融
合
し
た
環
境
配
慮
型
庁
舎
を
つ
く
り
ま
す
。

フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
柔
軟
性
）
が
高
く
、
維
持
管
理
が
容
易
な
庁
舎

　
今
後
の
利
用
状
況
の
変
化
に
対
し
て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
日
常

的
な
維
持
管
理
も
し
や
す
く
し
ま
す
。

設計の基本方針
　
新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
進
め
て
き

た
基
本
設
計
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
詳
細
な
実
施
設
計
を
今

年
度
中
に
ま
と
め
、
平
成
24
年
度
工

事
着
手
、
平
成
27
年
度
中
の
完
成
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

これまでの経緯
（年度別）

Ｈ
17
　
庁
舎
建
設
基
金
設
置

　
　
　
市
議
会
に
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
設
置

Ｈ
20
　
庁
舎
建
設
基
本
構
想
策
定

　
　
　
市
長
所
信
に
お
い
て
現
地
で
の
建
設
を
表
明

Ｈ
21
　
庁
舎
建
設
基
本
計
画
策
定

Ｈ
22
　
基
本
設
計
完
了

【概要】敷地面積　8,751㎡　　延床面積　20,691㎡
容積対象面積　17,740㎡　　
階数　地上７階、地下１階　　建物高さ　29.9ｍ
構造　地上鉄骨造、地下鉄筋コンクリート造
駐車台数　地下駐車場89台、地上駐車場17台
建築工事費　約62億円　　

南西方向からの外観

市民のための新庁舎建設に向けて

配
置
計
画

　

新
庁
舎
は
現
在
地
で
建
て
替
え
ま
す
が
、
工
期
を
高

層
部
と
低
層
部
の
２
期
に
わ
け
る
２
段
階
の
建
て
替
え

計
画
と
し
、
工
事
期
間
中
の
仮
庁
舎
へ
の
移
転
を
で
き

る
だ
け
少
な
く
し
ま
す
。
庁
舎
南
側
に
は
広
場
を
設
け
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
す
る
と
と
も
に
、
お
祭
り
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
や
災
害
時
の
拠
点
と
し
て
対
応
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。
広
場
や
駐
車
場
の
前
に
は
緑
地
を
設
け
、

美
し
い
街
並
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

防
災
計
画

▼
東
南
海
・
南
海
地
震
に
備
え
、
耐
震
性
能
を
通
常
の

建
物
基
準
の
１
・
５
倍
の
強
度
と
し
ま
す
。
免
震
構
造

を
採
用
し
、
建
物
の
揺
れ
を
小
さ
く
抑
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
設
備
機
器
・
配
管
へ
の
影
響
や
家
具
な
ど
の
転

倒
を
防
ぎ
、
震
災
直
後
で
も
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能

を
維
持
し
ま
す
。

▼
地
盤
の
液
状
化
か
ら
建
物
を
守
る
た
め
、
地
下
の
基

盤
岩
層
を
支
持
層
と
し
た
杭
工
法
を
採
用
し
ま
す
。

▼
桑
野
川
の
決
壊
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
か
ら
守
る

た
め
、
１
階
床
レ
ベ
ル
を
周
囲
の
地
盤
よ
り
も
約
１
メ

ー
ト
ル
高
く
設
定
し
た
う
え
で
、
防
潮
パ
ネ
ル
で
浸
水

を
防
ぎ
ま
す
。

▼
洪
水
対
策
の
た
め
、
７
階
に
非
常
用
自
家
発
電
設
備

を
設
置
し
停
電
に
備
え
ま
す
。

▼
被
災
者
へ
の
支
援
物
資
や
援
助
物
資
等
を
保
管
し
て

お
く
備
蓄
倉
庫
を
設
置
し
ま
す
。

自
然
の
恵
み
を
生
か
し
た

環
境
配
慮
型
庁
舎
を
つ
く
り
ま
す

　

自
然
換
気
や
自
然
採
光
、
太
陽
光
発
電
に
よ
る
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
図
り
ま
す
。
ひ
さ
し
や
屋
上
緑

化
に
よ
り
熱
負
荷
を
低
減
す
る
と
と
も
に
、
全
館
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
と
し
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
Ｃ
Ｏ
２
に
取
り
組
み

ま
す
。

１期工事完成・本庁舎解体 分庁舎解体

新庁舎高層部

（１期）

本庁舎解体 本庁舎

分庁舎解体

　設備機器の高効率化
・アモルファス変圧器
・高効率熱源
・高効率空調機

◆自然換気
　グリーンボイド
　（風の道）

自然の風で揺れる
モビール

◆太陽光発電
日除けルーバーに太陽電池
パネル設置

床吹出方式による居住域空調
◆自然換気：上下の温度差による自然通風促進
◆昼光利用：トップライトによる執務室の両側採光

◆屋上緑化
◆雨水利用：屋上緑化の散水に利用

◆地中熱利用
サーマルトンネルにより
外気を予冷・予熱

◆ LED 照明
　全館に採用

◆高炉セメント
電炉鋼を地下躯体
に使用

地盤面上昇による
水害に強い施設

市民の森
・地域に根ざした植物の導入
・延焼防止
・LEDによる夜間の光の演出◆水平ひさし

　建物外周に設置

環境学習ツアーの実施

透水性舗装

免震層を活用した駐車場

照明調光制御

◆自然換気

◆シーリングファン

□ 環境配置概念図

⇐ ⇐

平成23年（2011年）6月1日〔第635号〕広報 2平成23年（2011年）6月1日〔第635号〕広報3



募
集
期
間　
６
月
16
日
㈭
〜
30
日
㈭

公
表
資
料　
阿
南
市
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
概
要
書

公
表
場
所　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
支
所
、
各
住
民

セ
ン
タ
ー
及
び
庁
舎
建
設
課
（
市
役
所
本
庁
２
階
）

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

意
見
を
提
出
で
き
る
人　
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た

は
在
学
の
方

提
出
方
法　
様
式
は
自
由
で
す
。
名
前
お
よ
び
住
所

を
記
入
の
う
え
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
意
見
提
出
用
紙
を
公
表

場
所
に
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
直
接
提
出
ま
た
は
郵
送　

〒
７
７
４

−

８
５
０
１　

富
岡
町
ト
ノ
町
12
番
地
３

阿
南
市
庁
舎
建
設
課
ま
で

■
電
子
メ
ー
ル　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

chosha@
city.anan.tokushim

a.jp

※
電
話
な
ど
口
頭
に
よ
る
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

意
見
の
公
表　
提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
名
前
、
住
所

等
の
個
人
情
報
を
除
き
、
そ
の
内
容
を
整
理
し
て
原

則
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
意
見
等
に
つ
い
て
の
個
別

回
答
は
致
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
庁
舎
建
設
課（
☎
22

−

８
２
８
５
）

へ 新
庁
舎
の
基
本
設
計
に
つ
い
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）

を
実
施
し
ま
す

１階、２階…市民が利用する機会の多い窓口部門を配置します。広くて見通しのよいフロアに加え、中央に吹
き抜けの空間を設け、建物全体の位置関係をわかりやすくし、他の階への案内性を高めます。ま
た、自然光の採り入れや自然換気によって省エネルギー・省ＣＯ２につなげます。

３階…………議場や議会関係諸室と災害対策本部機能を整備します。また、効率性と利便性を高めるため、会
議室を集約して配置します。

４階…………市長や副市長など特別職の執務室などを配置します。
５階、６階…窓口部門以外の部局の執務室を配置します。
７階…………洪水対策のため、非常用自家発電設備及び主要な機械室を設置し、ライフラインが途絶えた場合

にも防災拠点としての機能を維持します。

市民に開かれた
わかりやすい
庁舎をつくります

１階ロビーは３層吹き抜けとし、自然光を採り入れた心地よい空間とします。

　基本設計に基づいた実施設計を平成23年度中に取りまとめることにしており、各階の施設等については、
実施設計で詳細に検討することとなります。

市民開放ゾーン 市民開放ゾーン

窓口部門
執務ゾーン

窓口部門
執務ゾーン

エントランス

市民広場 駐車場
歩行者

執務ゾーン

執務ゾーン

屋上緑化

屋上緑化

特別職執務ゾーン
車

公用車駐車場

ポ
ン
プ
場

Ｎ

地
下
駐
車
場
入
口

❶
階

市民開放ゾーン

窓口部門
執務ゾーン

窓口部門
執務ゾーン

会議室

吹抜

❷
階

❺階、❻階

議場

吹抜

議場ホワイエ

議
会
関
連
諸
室

会議室ゾーン 災害対策本部室
❸
階

❹
階

平成23年（2011年）6月1日〔第635号〕広報 4平成23年（2011年）6月1日〔第635号〕広報5


